
横浜天声キリスト教会　　週報　第 17 巻 36 号（No.656）　　2022 年 9 月 4 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　レビ記 26:3-5　････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ ２９番　いざ、聖徒よ

*交読文　････････････････ ２８番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ １７１番　はとのごと降る

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：浪川執事　天声：小林伝道師

聖餐式　･････････････････ ２８１番　しみもとがも

メッセージ　･･････････････ 私達が入るべき主の祝福された地とは(詩篇 65:9-13)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･･････････････････ ３１１番　燃える紅葉（もみじ）が山を染め

幸せと成功の宣言文 ････ 会衆一同

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　 もし＿＿がわたしの定めに歩み、わたしの戒めを守って、これを行うならば、わたしはその

季節季節に、雨を＿＿に与えるであろう。地は産物を出し、畑の木々は実を結ぶであろう。

＿＿の麦打ちは、ぶどうの取入れの時まで続き、ぶどうの取入れは、種まきの時まで続くで

あろう。＿＿は飽きるほどパンを食べ、また＿＿の地に安らかに住むであろう。わたしが国に

平和を与えるから、＿＿は安らかに寝る事ができ、＿＿を恐れさすものはないであろう。わた

しはまた国の内から悪い獣を絶やすであろう。剣が＿＿の国を行き巡る事はないであろう。

＿＿は敵を追うであろう。彼らは、＿＿の剣に倒れるであろう。＿＿の五人は百人を追い、

百人は万人を追い、＿＿の敵はつるぎに倒れるであろう。わたしは＿＿を顧み、多くの子を

獲させ、＿＿を増し、＿＿と結んだ契約を固めるであろう。＿＿は古い穀物を食べている間

に、また新しいものを獲て、その古いものを捨てるようになるであろう。(レビ記 26:3-10)

　見よ、子供たちは神から賜わった嗣業であり、胎の実は報いの賜物である。壮年の時の子

供は勇士の手にある矢のようだ。矢の満ちた矢筒を持つ＿＿はさいわいである。

彼は門で敵と物言うとき恥じることはない。(詩篇 127:3-5)

メッセージ概要

　9 月の御言葉は詩篇 65:13 である。特に 9-13 節は、今私達が祈り求めている新会堂、すなわち「万民の

祈る家」、「TIA      コミュニティセンター」、「TIA      学校／幼稚園」が、どのような所であるかを現している。この

箇所を読むと、そこはまさに、主が年の初めから終わりまで、常に心に留めておられる地である事がわかる。

　主がその田畑を、先の雨（秋の雨：その年の萌え出る芽を増やす）で下ごしらえをし、地を柔らかに耕し

てその生長を祝福し、後の雨（春の雨：萌え出た芽の実りを豊かにする）で、御恵みの冠をかぶらせ下さる。

主が通られた跡には、「あぶら（デシェン：豊かさ、脂肪）」がしたたっている。春は小麦・大麦の穀物畑が黄

金色になびいて豊かに実り、新鮮な草の香りがしている。秋には、ぶどうやオリーブ、いちじくの実がたわ

わに実って、果物の甘い香りに満ちあふれる。牧草地は、羊の群れに覆われ、谷も、穀物で覆われている。

人々は主が備えてくださった豊かな収穫に喜び湧き立ち、賛美を歌っている。私達がビジョンとして描いて

いる万民の祈る家は、そのような栄光の子達がたわわに実り、勇士の矢筒が矢で満たされているようで、政

治、経済、文化、教育をまっすぐ射抜いて占拠するような栄光の次世代を養育する所である(詩篇 127 篇)。

　そのような幸いに、どのような人があずかれるのだろうか？この詩篇 65 篇をはじめから読むと、それは、

みずから主の御前に進み出て、罪を告白し、主に赦していただく人達である事が分かる。万民の祈る家は  、

主に連なって主を愛し、主に仕え、主の契約を堅く保つ異邦人たちが集う家であるからだ(イザヤ 56:4-7)。
　人々はなぜ、主の前に集うのか。それは、弱く罪を犯しがちな肉なる者であっても、悔い改めの心をもっ

て御前に集うなら、主はその祈りを聞いてくださり、そむきの罪を赦して（原意：覆って、無かった事にして）

くださるからだ(2-3 節)。主に泣きついて行く人には、罪の贖いが与えられ、赦された事の開放感が与えら

れ、そして、永遠なる主との関係が得られ、全能の神に受け入れられている安心感と主に愛されている甘

い感覚、また、実際的な問題解決と、セキュリティが与えられるのだ。私達が目指している万民の祈る家は、

心から主に泣きついて来る人々が集い、その祈りが主に受け入れられ、赦され、癒やされ、主の全き平安

を得、聖なる宮から溢れる恵みに満ち足りて、世に打ち勝つ勇士へと造り変えられていく教会である(4 節)。

　主はそのような民を、偉大な力と恐ろしい事柄を通して守られる事が、5-7 節に書いてある。特に、神を恐

れず、神の民を苦しめるような者に対し、主は恐ろしさをもって答え、その栄光を表される。　エジプトはか

つて、イスラエルの民を 430 年も奴隷として扱い、それでいて彼らは、自分が犯した悪の数々を一切悔い

改めなかったため、主は恐ろしい災いをもって御力を表し、神の民には救いと贖いを現して下さった。

　7 節の「海」は、定まりのない恐ろしい所を、または、不信仰の世界を象徴するが、主は、その大能の御力

によって、それら全ての「騒ぎ」を鎮め、諸々の山を堅く立たせて神の民の群れを救ってくださる。そして主

は、世界の隅々までを支配し、人々を恐れ敬うようにさせ、また、喜び歌うようにさせてくださる(8 節)。
 

　以上のように、罪を悔いる祈り心をもって、主の前に進み出て、罪清められ、神の民とされた人々に与え

られる祝福が、今回の 9 節以降の祝福である。春には、小麦や大麦の穀物が、黄金色にたわわになびき、

秋は、ぶどうやオリーブなどの果実がたわわに実って芳香を放つ。牧草地は羊の群れを着たかのようにま

とわれ、谷も穀物で覆われ、人々は、主が備えてくださった豊かな収穫に喜び湧き立って、賛美を歌う。

　主が彼らに実らせて下さる実りは、どれほどのものか。レビ記 26:3-10 にある。主は彼らに、季節に従って

雨を与え、地は産物を豊かに出し、その麦打ちは、ぶどうの取り入れ時（秋）まで続き、ぶどうの取り入れは  、

種蒔きの時  (  春  )  まで続く。主は、悪い獣をその国から除き、戦争を遠ざけ、誰にも悩まされず安息して寝る

事ができる。敵が攻めて来ても、五人が百人を追いかけ、百人は万人を追いかけ、敵は彼らの前に倒れる。

収穫は多くなって有り余るようになり、たとえ、養うべき子供たちや傘下に集う人々がおびただしく多くなっ

ても、穀物倉が尽きてしまう、という事は一切無い。むしろ新しい収穫物を倉庫に入れる時、そこには昨年

穫れた作物がまだ残っていて、新年の収穫時に、それを捨てる、という事が毎年ある(レビ記 26:3-10)。
　このような将来を獲得する事を、御言葉から確信しつつ、祝福の御言葉を守り行い、御言葉が約束され

た大いなる祝福を、実際に享受していく皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝                    礼拝 11:30
English Service　　　          　　         14:30

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:00～
金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 17 巻 36 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022 年 9 月 4 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

